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ノド素結合ネットワークを有する遷移金属錯体 (Cu( H ).F c ( l). Zn ( 1 ). Mn ( 1) • Co ( n ) の協同的儀
気特性を同定し、水素結合ネットワークとスピン磁気物性の相関を実験的に明らかにした。 3次元水素




























ノド素結合ネ・ソトワークを有する遷移金属錯体 (Cu( [J ). F e ( ]).Mn (11). Co ( ] ) )の協同的な磁気特性
を同定し、水素結合ネットワークとスピン磁気物件の相関を実験的に初めて明らかにした。 3次元水素結
合ネットワークを持つ Cu( JI )錯体で、 150-300Kの広い調度領域において異常gシフトが観測された。
低温でのX線構造解析、単結晶ESRスペクトルの解析および電子状態の理論的な考察から、水素結合ネ
ットワークと連動した協同的なヤーン・テラー相互作用によって異常gシフトが誘起されたことを明らか
にした。
開殻系遷移金属集合体として Cu(JJ)ど角クラスターの動的な磁気特性、特にスピンフラントレーショ
ンの出現に注同した。磁化率測定より、フラストレーション系であることを明らかにし、 ESRスペクト
ルから、 21ft項-4鷺項聞のエネルギーギャップを評価した。
以上のように、本論文は、新規な協同磁気特性を探索し、セミマクロ系での協同磁気特性を初めて解明
したものであり、スピン科学と分子スピニクス研究の発展に寄与するところが大きく、博士(埋学)を授
与するに値すると審査した。
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